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八
智

ふ
る
さ
と
は
雪
祭
り
と
ふ
に
我
は
今
テ
レ
ビ
で
眺
む
大
き
雪
像
を
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目
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富
子

久
々
に
数
人
集
ひ
そ
れ
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れ
が
主
役
の
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く
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を
張
り
上
ぐ
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登
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子
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あ
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福
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五
輪
の
花
び
ら
輝
き
て
見
ゆ

�
立
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奏
音

舞
ひ
踊
る
雪
が
小
さ
な
手
に
溶
け
て「
な
い
な
い
」と
息こ
子
は
顔
し
か
め
を
り
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新
国
由
紀
子

朝
日
差
す
窓
際
に
置
き
し
爪
と
ぎ
に
若
猫
長
く
の
さ
ば
り
眠
る
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渡
部
ヨ
リ
子

亡
き
母
の
命
日
忘
れ
元
気
だ
よ
と
言
ひ
訳
し
つ
つ
仏
壇
に
手
合
は
す
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
六
年
二
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
二
月
定
例
会�

日
高
俊
平
太　

指
導
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一

妻
の
手
が
い
き
な
り
ジ
ル
バ
冬
の
雷

い
つ
も
の
医
者
の
い
つ
も
の
笑
顔
春
隣
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春
昼
の
華
や
ぐ
声
の
古
城
か
な

節
分
の
子
ら
の
歓
声
あ
り
し
頃
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談
笑
は
暖
炉
を
囲
む
初
句
会

部
活
動
へ
た
へ
た
帰
る
寒
の
雨
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味
代
子

風
雪
や
一
本
道
を
喪
の
車

ち
ら
ほ
ら
と
少
な
く
な
り
し
年
賀
状
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一　

恵

学
童
に
お
や
つ
い
た
だ
く
雪
祭
り

籠
を
編
む
蔓
の
手
さ
ば
き
春
兆
す
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真
理
子

昭
和
の
歌
ひ
と
つ
聞
く
間
に
雪
積
も
り

や
れ
や
れ
と
正
月
四
日
お
粥
食
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子

白
銀
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遠
く
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が
め
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戦
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寒
む
空
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ら
す
の
群
に
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を
か
け
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青

鳴
く
ご
と
き
音
な
り
吹
雪
あ
り
あ
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と

初
旅
や
朝
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橙
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放
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早
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小
流
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を
あ
ふ
れ
し
む

土
を
踏
む
土
や
わ
ら
か
し
あ
た
た
か
し

�

一　

穂

長
靴
や
曽
孫
五
人
の
色
違
い

地
吹
雪
や
こ
ろ
び
転
び
て
一
年
生
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